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リクルートサービスを活用した実践事例【進路】

　

名
古
屋
中
学
・
高
校
は「
敬
神
愛
人
」を
建

学
の
精
神
と
す
る
キ
リ
ス
ト
教
系
の
私
立
男

子
校
。
こ
れ
ま
で
公
立
進
学
校
に
負
け
な
い
大

学
進
学
実
績
を
強
み
と
し
て
、生
徒
の
学
力
向

上
に
力
を
入
れ
て
き
た
。昨
今
の
中
学
入
試
人

気
も
手
伝
い
、進
学
実
績
は
上
向
い
て
い
る
。

　
一
方
で「
大
学
入
試
の
た
め
だ
け
の
学
習
指

導
で
良
い
の
か
。
も
っ
と
自
立
を
促
し
生
徒
の

主
体
性
を
育
て
、進
路
実
績
の
先
に
あ
る
豊
か

さ
を
見
据
え
る
べ
き
で
は
」と
考
え
て
い
た
と

い
う
の
が
、進
路
指
導
部
長
の
立
石
陽
一
先
生
。

大
学
入
試
改
革
に
振
り
回
さ
れ
る
こ
と
な
く
、

よ
り
本
質
的
な
進
路
指
導
改
革
を
行
っ
て
い

こ
う
と
し
て
い
た
。

 

「
生
徒
の
学
問
的
興
味
関
心
を
育
て
る
こ
と
で

主
体
的
に
進
路
を
選
び
取
ら
せ
た
い
」…
そ
の
た

め
に
は
生
徒
自
身
が
繰
り
返
し
考
え
、振
り
返
り

を
行
い
、ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
、進
路
決
定
ま
で
の
ス

ト
ー
リ
ー
を
積
み
上
げ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ

こ
で
、必
要
と
な
っ
た
の
が
働
き
か
け
の
た
め
の

「
ツ
ー
ル
」と
、教
員
の「
共
通
認
識
」で
あ
る
。

「
本
校
の
生
徒
は
勉
強
、部
活
、行
事
、そ
の

他
国
際
交
流
な
ど
校
内
外
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

で
活
躍
し
て
い
ま
す
。で
も
そ
れ
が
蓄
積
・
共
有

さ
れ
ず
な
ん
と
な
く
バ
ラ
バ
ラ
の
印
象
で
あ
る

の
は
も
っ
た
い
な
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
」と
い

う
の
は
、高
２
進
路
指
導
部
チ
ー
フ
の
竹
内 

肇

先
生
。
そ
こ
で
生
徒
が
何
か
活
動
を
し
た
際
、

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ（
計
画
・
実
行
・
検
証
・
改
善
）を
考
え

な
が
ら
記
入
で
き
る
ワ
ー
ク
シ
ー
ト（
左
参
照
）

を
作
り
活
用
を
始
め
た
。
記
入
し
た
ワ
ー
ク
シ

ー
ト
は
、ス
タ
デ
ィ
サ
プ
リ
の
ｅ
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ

の「
活
動
メ
モ
」に
画
像
保
存
。「
紙
と
違
い
紛

失
も
な
い
し
、容
易
に
見
返
す
こ
と
が
で
き
る
」

と
立
石
先
生
は
言
う
。

　

ま
た
、キ
ャ
リ
ア
学
習
全
体
も
見
直
し
た
。

目
指
し
た
い
職
業
を
ま
ず
設
定
さ
せ
る
方
法

は
、生
徒
に
よ
っ
て
は
自
分
自
身
の
こ
と
と
し

て
考
え
づ
ら
い
と
い
う
理
由
か
ら
、も
っ
と
今
の

自
分
の
興
味
関
心
を
突
き
詰
め
る
学
問
分
野

研
究
に
力
を
入
れ
る
こ
と
に
し
、1
年
生
か
ら

探
究
学
習
に
着
手
。運
動
部
の
生
徒
が
そ
の
ス

ポ
ー
ツ
の
歴
史
を
調
べ
た
り
、興
味
が
同
じ
分

野
の
生
徒
が
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
う
な
ど
、

自
由
に
探
究
す
る
な
か
で
学
問
へ
の
関
心
が

喚
起
さ
れ
つ
つ
あ
る
。「
数
学
が
苦
手
だ
か
ら

文
系
で
は
な
く
、○
○
が
好
き
だ
か
ら
文
系
と

い
う
前
向
き
な
選
択
が
増
え
て
き
た
」と
立
石

先
生
。そ
し
て
、今
年
度
か
ら
ス
タ
デ
ィ
サ
プ
リ

進
路
の『
進
学
事
典
』を
活
用
。
興
味
を
も
っ

た
分
野
が
ど
ん
な
学
問
や
学
部
、大
学
へ
つ
な

が
っ
て
い
く
か
を
自
分
自
身
で
調
べ
さ
せ
る
。

　

今
後
は
、生
徒
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
学
校

独
自
の
評
価
基
準
を
設
け
る
こ
と
で
、教
員
の

意
識
の
共
通
化
も
図
っ
て
い
き
た
い
考
え
だ
。

大
学
入
試
を
見
据
え
た
だ
け
の

進
路
指
導
で
良
い
の
か
？

強
制
で
は
な
く
自
立
を
促
し
た
い

課題

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
を
意
識
し
て

活
動
記
録
を
残
し
つ
つ

学
問
に
つ
い
て
探
究
す
る

活用

 振り返り　  学問探究　  ポートフォリオ【活用キーワード】

1887年創立／普通科／生徒
数高校1446人（男子のみ）／
進路状況（2019年3月実績）
大学進学287人、その他進学7
人、浪人119人

取材・文／永井ミカ

PDCAの習慣化とメタ認知で自己認識を深め
主体的に進路を選び取る力を育成

名古屋中学・高校（愛知・私立）

主体性を高めるためにPDCAを習慣化し、学びを蓄積してい
くこと、またその中でも、振り返りで自分の経験をメタ認知化し
ていくことが重要であることを学校全体で共通認識にするた
めのプレゼンシート（一部を抜粋）。

主体性を育てるためのトレーニング

進路指導部長
立石陽一先生（左）
高2進路指導部チーフ
竹内 肇先生（右）

右上から時計回りに計画（行事の目標や計画）、実行（行
事に取り組んだ結果）、検証（目標に対する達成度）、改善
（次にどうやって活かすか）とPDCAサイクルで記入。行事
の事前から事後まで１枚のシートに記入し俯瞰することでメ
タ認知が図れるように工夫した。４月は新学期の目標設定、
５月は学力到達度テストの振り返り、定期テストに向けた目
標設定、６月は修学旅行事前学習の目標設定など、どこか
のタイミングで月に１枚以上記入するように指導している。
「イメージとしてはよく運動部で取り入れられている部活ノー
トに近いもの。日々目標を設定し、振り返りも行い、試合前
に見返す部活ノートです」といずれも運動部顧問の立石先
生、竹内先生。

このシートは担任に提出。担任は
現在は独自の視点でチェックして
いるが、今後評価基準に基づい
て確認していくようにする。最後
に、「PEACE MAKER」の画像
はスタディサプリのｅポートフォリ
オに保存。ｅポートフォリオは生徒
が学校内外のさまざまな活動の
振り返りを行うのに欠かせないツ
ールと判断して活用している。

主体性育成のためのワークシート
「PEACE MAKER」
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